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消
防
出
初
式

火
災
ゼ
ロ
の
達
成
を
目
指
す

　

町
消
防
出
初
式
に
は
、
消
防
団
員

と
婦
人
消
防
協
力
隊
員
ら
約
２
５
０

人
、
自
動
車
ポ
ン
プ
８
台
、
小
型
動

力
ポ
ン
プ
積
載
車
11
台
が
集
結
し
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

統
監
の
鈴
木
重
男
町
長
は
、
来
賓

と
共
に
観
閲
を
行
い
、「
火
災
ゼ
ロ

の
達
成
に
向
け
て
、
消
防
団
を
中
心

に
町
民
一
丸
と
な
っ
て
精
進
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
訓
示
。
遠
藤
団
長

は
「
近
年
、
異
常
気
象
が
騒
が
れ
、

全
国
的
に
大
規
模
な
自
然
災
害
が
頻

発
し
て
い
る
。
町
民
の
安
全
・
安
心

確
保
に
、さ
ら
に
全
力
で
取
り
組
む
」

と
誓
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
雪
が
ち
ら
つ
く
中
、
町

中
心
部
を
力
強
く
分
列
行
進
。
規
律

正
し
い
動
作
と
勇
ま
し
い
掛
け
声
で
、

町
消
防
団
の
高
い
士
気
を
披
露
し
ま

し
た
。

 

指
導
隊
が
初
点
検

交
通
事
故
・
刑
法
犯
ゼ
ロ
目
指
す

　

町
の
交
通
指
導
隊
と
防
犯
指
導
隊

の
初
点
検
に
は
、
交
通
指
導
隊
員
６

人
、
防
犯
指
導
隊
員
９
人
が
参
加
。

両
隊
員
は
、
鈴
木
町
長
か
ら
服
装
や

警
笛
な
ど
の
点
検
を
受
け
ま
し
た
。

鈴
木
町
長
は
「
交
通
事
故
ゼ
ロ
、
刑

法
犯
ゼ
ロ
の
町
の
実
現
の
た
め
、
指

導
隊
を
中
心
に
町
民
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
訓

示
し
ま
し
た
。

　

両
隊
員
は
、
町
民
の
交
通
安
全
と

安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
と
い
う
決
意

を
新
た
に
、
今
年
１
年
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

１
月
10
日
、
町
消
防
団
（
遠
藤
正
樹
団
長
）
の
出
初
式
、
交
通

指
導
隊
（
緑
川
猛
雄
隊
長
）
と
防
犯
指
導
隊
（
土
谷
典
雄
隊
長
）

の
初
点
検
が
社
会
体
育
館
で
行
わ
れ
、
参
加
し
た
団
員
や
隊
員
ら

は
町
民
の
安
全
と
安
心
を
守
る
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

１

　

町
議
会
１
月
会
議
は
１
月
20
日
に

招
集
さ
れ
、
議
長
に
中
崎
和
久
氏
、

副
議
長
に
高
宮
一
明
氏
を
選
出
。
常

任
委
員
会
の
構
成
な
ど
が
決
定
し
ま

し
た
。
常
任
委
員
会
な
ど
詳
し
く
は
、

今
月
10
日
発
行
の
議
会
だ
よ
り
を
ご

議　長

監査委員

議
長
に
中
崎
和
久
氏

副
議
長
に
高
宮
一
明
氏
を
選
出

鷲
塚
勝
治
さ
ん

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　

戦
没
者
遺
族
の
支
援
な
ど
に
貢
献

し
た
人
を
た
た
え
る
援
護
事
業
功
労

者
の
表
彰
式
が
12
月
８
日
、
東
京
都

の
中
央
合
同
庁
舎
で
行
わ
れ
、
鷲
塚

勝
治
さ
ん
が
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

鷲
塚
さ
ん
は
、
平
成
11
年
８
月
か

ら
町
遺
族
会
の
会
長
を
務
め
、
毎
年

８
月
に
町
戦
没
者
追
悼
式
を
行
う
な

ど
、
戦
没
者
遺
族
の
福
祉
向
上
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鷲
塚
さ
ん
は
「
終
戦
70
年
の
節
目

に
こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ
き
光
栄

に
思
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご

指
導
と
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

戦没者遺族の福祉向上に貢献

水生生物調査で環境保全意識の向上に貢献

五日市小に県知事感謝状

鷲塚 勝治さん（77）＝星野＝

安
全
と
安
心
を
守
る

決
意
示
す
新
春
の
勇
姿

感
謝
状
と
記
念
品
を
受
け
取
る

五
日
市
小
の
児
童

　

22
年
間
に
わ
た

り
「
水
生
生
物
に
よ

る
水
質
調
査
」
に
取

り
組
み
、
環
境
保
全

意
識
の
向
上
に
貢
献

し
た
功
績
に
よ
り
五

日
市
小
学
校
（
森
保

茂
校
長
・
児
童
27
人
）

に
県
知
事
か
ら
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
毎
夏
、

５
〜
６
年
生
の
児
童

が
校
舎
付
近
の
馬
淵

川
で
、
生
息
す
る
生

き
物
を
調
査
。
き
れ

い
な
河
川
の
指
標
と
な
る
「
ヒ
ラ
タ

カ
ゲ
ロ
ウ
」
な
ど
の
生
息
を
確
認
し

て
お
り
、
県
が
公
表
し
て
い
る
県
内

河
川
の
水
質
調
査
で
、
馬
淵
川
は
４

段
階
で
最
も
き
れ
い
な
「
階
級
１
」

に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

12
月
24
日
、
同
校
で
感
謝
状
贈
呈

式
が
行
わ
れ
、
全
児
童
が
出
席
。
盛

岡
広
域
振
興
局
の
岡
村
鋭
次
保
健
福

祉
環
境
部
長
か
ら
、
感
謝
状
の
ほ
か

記
念
品
と
し
て
水
温
計
な
ど
の
調
査

用
具
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
下
野
光

君
（
６
年
）
は
「
き
れ
い
な
環
境
を

守
る
た
め
、
馬
淵
川
を
し
っ
か
り
見

守
っ
て
い
き
ま
す
」
と
誓
い
ま
し
た
。
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1雪がちらつく中、遠藤団長を先頭に威風堂々と分列行進する消防団員　2統監に敬礼する婦人消防協力隊員　3分列行進で力強い吹奏を披
露したラッパ隊　4消防団員や婦人消防協力隊員など約250人が参加し行われた消防出初式　5「火災ゼロ、交通事故ゼロ、刑法犯ゼロの達
成を目指す」と訓示する鈴木町長　6・7「町民の安全と安心を守る」と誓い整列する交通指導隊員6と防犯指導隊員
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覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
監
査
委
員
に
馬
渕
文
雄
氏

（
知
識
経
験
者
）
と
辰
柳
敬
一
氏
（
議

会
選
出
）
の
選
任
に
同
意
。
辞
令
交

付
式
は
１
月
26
日
に
町
長
室
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
任
期
は
４
年
間
で
す
。

中崎  和久 氏 
（61歳、橋場）
＝再任＝

高宮  一明 氏 
（68歳、中村）
＝再任＝

副議長

馬渕  文雄 氏 
（65歳、小田）
＝再任＝

辰柳  敬一 氏 
（70歳、栗山）
＝再任＝

　

１
月
20
日
発
令
の
町
職
員
の
人
事

異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
（　

）
内
は
前
職

【
課
長
級
】
▼
会
計
管
理
者
兼
住
民

会
計
課
長
住
民
室
長
事
務
取
扱　

村

中
英
治
（
会
計
管
理
者
兼
住
民
会
計

課
長
）　
【
係
長
級
】
▼
住
民
会
計
課

総
合
窓
口
係
長　

上
山
洋
子
（
住
民

会
計
課
戸
籍
主
査
）　

▼
総
務
企
画

課
定
住
対
策
主
査
兼
住
民
会
計
課
戸

籍
主
査　

遠
藤
香
津
良
（
総
務
企
画

課
定
住
対
策
主
査
）　
【
主
任
主
事

級
】
▼
葛
巻
病
院
事
務
局
主
任
主
事

兼
住
民
会
計
課
主
任
主
事　

前
野
正

寿
（
葛
巻
病
院
事
務
局
主
任
主
事
）

異

人
事

動


